
令和9年度 予算編成方針
問財政課　 （582）1114　 （582）0539

　令和９年度の予算編成方針を定めました。

　守山市長期ビジョン2035に掲げる将来都市像、「私の『想
おも
い』がかなうまち」の実現に向け、財政規律を遵守しつ

つ、人口減少や担い手不足、気候変動などの時代変化や新たな行政需要に対応できるサステナブルなまちづくりを
進めます。
　ビジョンに掲げた4つの視点「ひと」「くらし」「まち」「守山らしさ」のもと、守山市の将来を見据えた大規模プロ
ジェクト（攻め）と、市民に身近で寄り添ったきめ細い施策（守り）をバランスよく組み合わせ、下記の4つの重点事業
を中心に取組を展開します。

①子育てするなら守山！
　・�母子保健・児童福祉の両機能の連携・協働を深め、
妊産婦、子育て世帯、不登校、児童虐待、ヤングケ
アラーなど、困難な状況にある子どもへの切れ目の
ない支援の推進　

　・�地域子育て支援拠点を活用した子育て相談や子育て
世帯同士の交流の充実および、こども誰でも通園制
度の拡充

　・�放課後児童クラブの充実および、児童にとって安
全・安心に過ごせる学校施設を活用した放課後の居
場所づくりの開設

　・�待機児童解消に向けた保育士の確保・定着化と良質
な保育環境の推進

　・�子どもたちの安全・安心な授業環境の実現を図ると
ともに、公園の魅力を向上させる市民運動公園屋内
温水プール整備および教育施設の長寿命化対策

� など
②住むなら守山！
　・�健康寿命の延伸、医療・介護の連携強化と高齢者・
障害者などに対する福祉の充実、認知症対策のさら
なる推進

　・�身近で気軽に交流できる高齢者の居場所の拡充をは
じめとした、地域全体で支え合う環境づくりの推進

　・�熊本地震や全国的な豪雨被害、また国の活断層評価
見直しを踏まえた災害に強いまちづくり　

　・�2050年の脱炭素社会の実現をはじめ、在来生物や
ホタルが生息できる水辺環境・生物多様性の保全お
よび、ほたるの森資料館の再整備の推進　

　・�道路、河川、上下水道などの安全・ 安心な都市イン
フラの整備・維持管理

　・�誰もが安心して移動できる手段の確保の推進、ボ
ランティアなどの共助による移動手段の拡充

　・�空き家に関する相談体制の充実と、住宅のフェーズ

ごとに応じた総合的な空き家の対策の推進
　・�湖岸のポテンシャルを最大限活

い
かした民間活力や水

辺の自然体験、官民連携など、湖岸エリアの活性化
に向けた取組の推進 � など

③働くなら守山！
　・�「琵琶湖線で１番魅力のある駅前へ」に向けたJR守山
駅東口再整備の実現および、東西の一体的な活性化
に向けた取組の推進

　・�笠原産業用地整備の着実な取組と進出企業のスムー
ズな誘致

　・�官民連携による商工業・介護・農業など、多様な分
野で深刻化する人材不足の解決に向けた取組の推
進　

　・�市内の体験コンテンツを提供する「旅するもりやま」
の通年化による実施および、「デスティネーション
キャンペーン」の機会を最大限に活用した観光施策
の推進

　・�「起業家の集まるまち守山」・「実証実験のフィール
ド守山」に向けた起業創業支援および起業家や企業
と連携した取組の推進 � など

④市民が主役の守山！
　・�自治会や地域活動における担い手の確保、防災や福
祉などの地域の絆を活かした住民主体のコミュニ
ティ活動への支援の推進、また持続可能な自治会活
動の維持に向けた負担軽減への取組の推進　

　・�「ふらりと立ち寄り交流が生まれ、文化芸術に触れ
創造発信できる」市民ホールを目指した大規模改修
の実施および、休館中の市民文化芸術活動の継続

　・�「誰もが」「どこでも」「いつまでも」スポーツや運動
に親しむとともに「集う」「つながる」機会を広げる
ことができる環境づくりの推進および、ワールドマ
スターズゲームズ２０２７関西の円滑な大会運営

� など
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